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紅
葉
前
線
の
南
下
と
共
に
、

那
須
の
山
々
も
日
増
し
に
彩
や

か
な
秋
景
色
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
放
牧
場
と
も
夏
季
放
牧
牛

は
す
で
に
里
帰
り
し
、
周
年
牛

が
の
ん
び
り
と
錦
秋
を
満
喫
し

て
い
ま
す
。

　

今
や
、
す
っ
か
り
定
着
し
た

「
農
産
物
直
売
所
」
に
は
、
旬

の
山
菜
・
野
菜
・
果
物
の
味
覚

が
漂
う
。「
食
の
安
全
」
を
求
め

る
消
費
者
に
と
っ
て
、
生
産
者

の
顔
が
見
え
る
地
場
産
品
は
人

気
が
あ
り
、
各
地
の
直
売
所
は

活
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
。

　

皆
様
に
は
秋
の
収
穫
作
業
を

終
え
、
一
息
つ
く
暇
も
な
く
牧

草
播
種
・
稲
ワ
ラ
収
納
等
の
連

日
か
と
察
し
ま
す
。

　

と
か
く
、
季
節
の
変
わ
り
目

は
乳
牛
・
人
に
と
っ
て
も
体
調

を
崩
し
や
す
い
の
で
、
健
康
管

理
に
留
意
し
ま
し
よ
う
。
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そ
の
後
集
送
乳
合
理
化
に
よ
り
飼
料
供

給
基
地
と
し
て
利
用
し
て
来
ま
し
た
が
、

こ
の
度
三
十
六
年
間
の
役
割
を
経
て
十

月
九
日
、
地
元
役
員
及
び
支
部
役
員
が

参
席
し
て
閉
所
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

閉
所
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
か
ね
て

よ
り
県
北
地
域
合
理
化
検
討
委
員
会
で

慎
重
な
協
議
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
地
元
組
合
員
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
三
月
の
五
軒
町
事
業
所
に
続
く
閉

所
に
な
り
ま
し
た
。

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
浸
透
圧
が
基
準
値
未
満
の
出

荷
乳
に
つ
き
ま
し
て
は
洗
浄
水
等
外
部

か
ら
の
混
水
が
疑
わ
れ
ま
す
の
で
、
原

因
究
明
と
改
善
指
導
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。
尚
、
当
組
合
の
生
乳
乳
質
保
全

規
定
に
よ
る
浸
透
圧
の
基
準
値
は
二
七

六
ミ
リ
オ
ス
モ
ル
以
上
で
す
。
導
入
し

た
検
査
機
器
は
今
後
の
乳
質
向
上
に
貢

献
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
四
十
一
年
Ｃ
Ｓ
と
し
て
創
業
し
、

　

既
に
組
合
員
の
皆
様
に
は
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
最
新
鋭

の
乳
成
分
測
定
機
「
コ
ン
ビ
フ
ォ
ス
F

Ｔ
６
３
０
０
Ｕ
Ｗ
／
５
３
０
０
」
一
式

を
導
入
し
、
宇
都
宮
Ｃ
Ｓ
並
び
に
那
須

高
原
Ｃ
Ｓ
に
設
置
致
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
機
器
に
つ
い
て
は
、
万
全
な

る
検
査
体
制
と
す
る
為
、
充
分
な
校
正

を
か
け
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

実
稼
働
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
一
月

一
日
か
ら
新
機
器
に
移
行
し
、
新
様
式

の
報
告
書
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
コ
ン
ビ
フ
ォ
ス
の
検
査
項
目
に
つ

き
ま
し
て
は
、ミ
ル
コ
ス
キ
ャ
ン
、フ
ォ

ソ
マ
チ
ッ
ク
、
コ
ン
ベ
ア
・
ピ
ペ
ツ
ト

ユ
ニ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
、
今
ま
で
の

脂
肪
・
蛋
白
質
・
乳
糖
・
固
形
分
・
及

び
体
細
胞
数
に
加
え
、
新
た
に
尿
素
・

氷
結（
浸
透
圧
）と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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測
定
能
力
は
一
時
間
あ
た
り
三
百
検

体
測
定
で
き
、
パ
ソ
コ
ン
シ
ス
テ
ム
と

一
体
と
な
っ
た
国
内
で
は
最
新
鋭
の
機

器
で
す
。
今
回
の
測
定
機
の
設
置
に
よ

り
、
高
度
で
正
確
な
乳
成
分
測
定
の
他
、

新
た
に
牛
乳
中
尿
素
態
窒
素「
Ｍ
Ｕ
Ｎ
」

及
び
浸
透
圧
が
測
定
さ
れ
ま
す
。
従
い

ま
し
て
、
今
後
は
定
期
検
査
毎
に
測
定

し
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

Ｍ
Ｕ
Ｎ
は
、
乳
牛
が
摂
取
し
た
飼
料

中
の
タ
ン
パ
ク
質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
適

量
か
ど
う
か
を
知
る
の
に
有
用
な
指
標

で
す
。
摂
取
し
た
飼
料
中
の
タ
ン
パ
ク

質
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
と
バ
ラ
ン
ス
を

知
る
こ
と
に
よ
り
、
最
適
な
飼
料
設
計

に
役
立
ち
ま
す
。
飼
料
設
計
の
微
調
整

に
Ｍ
Ｕ
Ｎ
を
う
ま
く
利
用
す
れ
ば
、
良

質
乳
の
生
産
を
維
持
し
な
が
ら
飼
料
コ

ス
ト
を
低
減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

コンビフォスＦＴ6300ＵＷ

　

黒
羽
事
業
所

三
十
六
年
の
幕
を
閉
じ
る
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て
い
ま
す
。
生
乳
生
産
及
び
乳
成
分
を

高
め
る
に
は
、
牛
群
改
良
等
を
着
実
に

進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
後
継
牛

を
自
家
生
産
す
る
こ
と
も
重
要
と
考
え

ま
す
。
今
後
も
初
妊
牛
価
格
の
高
値
は

続
く
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
ま
で
以

上
に
労
力
軽
減
・
過
剰
投
資
の
抑
制
を

図
る
観
点
か
ら
放
牧
・
預
託
事
業
を
活

用
し
、
後
継
牛
の
確
保
、
並
び
に
個
体

の
能
力
ア
ッ
プ
に
努
め
て
行
き
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
分
娩
予
定
頭
数
に
つ
い
て
は
、

十
一
月
を
除
い
て
毎
月
若
干
の
増
加
傾

向
に
あ
り
、
今
年
度
の
生
乳
生
産
計
画

は
概
ね
達
成
可
能
か
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
育
成
牛
割
合
が
二
二

％
と
低
い
た
め
来
年
度
以
降
の
生
産
量

が
懸
念
さ
れ
る
状
況
で
す
の
で
、
育
成

牛
保
有
率
の
向
上
を
図
る
と
共
に
、
初

妊
牛
の
導
入
計
画
を
立
て
ら
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

九
月
一
日
現
在
の
乳
牛
飼
養
動
態
調

査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

出
荷
者
は
七
三
九
戸
、
期
中
に
お
け

る
酪
農
中
止
者
が
十
八
戸（
二
・
四
％
）

あ
り
ま
し
た
が
、
組
合
間
の
移
動
に
よ

る
増
加
が
十
八
戸
あ
り
ま
し
た
の
で
、

前
年
と
同
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

飼
養
総
頭
数
は
三
九
、
九
二
二
頭
と

前
年
よ
り
二
、
一
三
四
頭
の
増
加
が
あ

り
、
一
戸
当
り
の
飼
養
頭
数
は
、
二
・

九
頭
増
の
五
四
頭
に
な
り
ま
し
た
。

　

内
訳
を
見
ま
す
と
、
経
産
牛
が
一
、

七
一
一
頭
（
六
・
五
％
）
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
で
搾
乳

牛
の
更
新
が
遅
れ
て
い
る
も
の
と
推
察

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
現
象
に
よ
り
、

一
頭
当
り
の
乳
量
が
前
年
よ
り
減
少
傾

向
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
育
成

牛
は
四
一
五
頭
の
増
加
と
な
り
、
飼
養

牛
に
占
め
る
割
合
は
約
二
二
％
に
な
っ

乳
牛
飼
養
動
態
調
査
よ
り
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乳 牛 飼 養 動 態 調 査 表
平成14年9月１日現在　

１戸平均
飼養頭数

飼　　　養　　　頭　　　数

出荷者数調査年月支 所 別
合　　計

外　部
預託牛

育 成 牛
未種付牛

成　　　　　　　牛

小　計初　妊乾　乳搾　乳

55.424,107
1,1404,41818,5492,0602,29214,197435H14.09

那須高原支所

4.7％18.3％76.9％8.5％9.5％58.9％（構成比）

52.121,930
1,1713,90316,8561,9432,01712,896421H13.10

5.3％17.8％76.9％8.9％9.2％58.8％（構成比）

3.32,177－315151,6931172751,30114増　減

50.97,078
4181,3365,3246477793,898139H14.09

宇都宮支所

5.9％18.9％75.2％9.1％11.0％55.1％（構成比）

49.67,196
3721,3945,4307016954,034145H13.10

5.2％19.4％75.5％9.7％9.7％56.1％（構成比）

1.3－11846－58－106－5484－136－6増　減

53.08,737
3181,0257,3945929175,885165H14.09

栃木県南支所

3.6％11.7％84.6％6.8％10.5％67.4％（構成比）

50.18,662
3081,0927,2626479915,624173H13.10

3.6％12.6％83.8％7.5％11.4％64.9％（構成比）

2.97510－67132－55－74261－8増　減

54.039,922
1,8766,77931,2673,2993,98823,980739H14.09

合　　計

4.7％17.0％78.3％8.3％10.0％60.1％（構成比）

51.137,788
1,8516,38929,5483,2913,70322,554739H13.10

4.9％16.9％78.2％8.7％9.8％59.7％（構成比）

2.92,134253901,71982851,4260増　減
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％
減
、
中
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
五

〇
％
減
と
大
幅
な
減
少
と
の
こ
と
で
し

た
。
つ
ま
り
、
全
体
と
し
て
早
刈
り
に

よ
り
茎
の
細
い
物
が
増
え
、
嗜
好
性
が

改
善
さ
れ
た
ラ
イ
ト
カ
ラ
ー
が
減
る
と

と
も
に
供
給
量
も
減
る
傾
向
で
す
。
ク

レ
イ
ン
グ
ラ
ス
、
バ
ミ
ュ
ー
ダ
ー
は
品

質
が
安
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

全
酪
連
粗
飼
料
事
業
推
進
研
究
会
主

催
に
よ
る
主
産
地
粗
飼
料
事
情
調
査
員

と
し
て
九
月
十
二
日
〜
二
〇
日
、
米
国
、

カ
ナ
ダ
の
粗
飼
料
生
産
地
を
視
察
し
て

参
り
ま
し
た
の
で
、
現
地
の
粗
飼
料
事

情
を
報
告
致
し
ま
す
。

　

イ
ン
ペ
リ
ア
ル
バ
レ
ー
は
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
東
南
端
の
メ
キ
シ
コ
国
境
に

位
置
す
る
地
域
で
、
ス
ー
ダ
ン
、
ク
レ

イ
ン
グ
ラ
ス
、
バ
ミ
ュ
ー
ダ
ー
等
が
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ー
ダ
ン
に
つ
い

て
は
、
春
先
の
低
温
及
び
日
本
か
ら
の

品
質
へ
の
強
い
要
求
（
細
茎
、
色
抜
け
、

嗜
好
性
を
増
幅
さ
せ
る
た
め
の
施
肥
量

抑
制
）
か
ら
来
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
（
播

種
量
増
加
、
収
量
減
少
）
に
よ
り
他
作

物
へ
の
転
換
が
進
み
、
早
播
き
の
作
付

面
積
が
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
十
七

ロ
ン
ビ
ア
ベ
ー
ス
ン
よ
り
良
い
状
況
で

は
あ
る
が
、
三
五
〜
四
〇
％
の
レ
イ
ン

ダ
メ
ー
ジ
が
発
生
し
た
よ
う
で
す
。
全

体
と
し
て
グ
レ
ー
ド
Ｎ
Ｏ
１
級
が
多
く
、

プ
レ
ミ
ア
ム
と
グ
レ
ー
ド
Ｎ
Ｏ
２
級
が

少
な
い
状
況
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

二
番
草
は
五
〇
％
が
収
穫
済
み
で
品
質

も
良
い
が
、
三
〇
％
は
三
ヶ
月
ぶ
り
の

雨
に
よ
り
収
納
で
き
ず
、
二
〇
％
が
こ

れ
か
ら
刈
取
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

―
次
号
に
続
く
―

（
宇
都
宮
支
所
経
済
課
長
北
山
正
一
）

　

ワ
シ
ン
ト
ン
州
で
の
ア
ル
フ
ァ
ル

フ
ァ
、
チ
モ
シ
ー
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
川

の
水
を
使
っ
た
灌
漑
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
）
を
利
用
し
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
は
、
春
先
の
低
温
に

よ
り
生
育
が
遅
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
収

穫
期
に
雨
が
降
り
、
一
、
二
番
刈
に
大

き
な
レ
イ
ン
ダ
メ
ー
ジ
が
発
生
し
ま
し

た
。
三
番
及
び
四
番
刈
の
収
穫
済
の
圃

場（
視
察
時
四
番
刈
の
終
盤
で
あ
っ
た
）

で
は
良
好
な
作
柄
に
回
復
し
た
も
の
の
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
ベ
ー
ス
ン
を
は
じ
め
主
産

地
で
雨
被
害
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、

良
品
質
も
の
が
少
な
く
米
国
内
需
要
も

活
発
化
し
て
い
る
様
で
す
。

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
ベ
ー
ス
ン
の
チ
モ
シ
ー

の
一
番
草
は
、
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
と
同

様
一
番
刈
の
適
期
で
あ
っ
た
六
月
の
降

雨
に
よ
り
、
七
〇
〜
七
五
％
レ
イ
ン
ダ

メ
ー
ジ
が
発
生
し
良
質
品
が
か
な
り
、

少
な
い
状
況
で
し
た
。

　

エ
レ
ン
ズ
バ
ー
グ
の
一
番
草
は
、
コ

スプリンクラーによる灌漑

前列右から２番目が北山
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生生
産産
地地
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察察
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―
夏
季
を
過
ぎ
た
あ
と
の
繁
殖
成
績
向

　

上
に
努
め
ま
し
ょ
う
―

　

繁
殖
に
は
蛋
白
質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

充
足
と
栄
養
管
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

夏
季
の
疲
労
回
復
に
向
け
た
飼
料
給
与

に
配
慮
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

ビ
タ
ミ
ン
の
補
給
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
す
。
Ａ
、
Ｅ
は
ホ
ル
モ
ン
合
成

や
分
泌
に
関
与
し
、
特
に
Ｅ
の
不
足
は

卵
巣
上
皮
組
織
の
角
質
硬
化
し
て
排
卵

不
全
を
起
こ
し
ま
す
。

　

Ｄ
も
代
謝
に
関
与
し
て
い
ま
す
の
で
、

繁
殖
検
診
を
行
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
応

じ
た
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
Ｄ
Ｅ
を
十
分
に
補
給

し
て
卵
巣
機
能
回
復
を
図
る
こ
と
が
肝

要
で
す
。

　

繁
殖
成
績
は
酪
農
経
営
に
大
き
く
影

響
し
ま
す
の
で
、
栄
養
管
理
状
態
や
周

産
期
疾
患
の
予
防
に
努
め
た
き
め
細
か

な
繁
殖
管
理
を
行
な
う
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

床
が
常
に
乾
燥
し
易
い
よ
う
に
工
夫
し

て
い
る
。（
②
）

　

こ
こ
で
約
三
十
五
日
哺
乳
し
、
そ
の

後
は
概
ね
五
頭
単
位
で
、
育
成
舎
で
群

飼
い
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
も
日

当
た
り
の
良
い
南
に
面
し
た
場
所
で
す
。

　

こ
こ
で
約
三
ヶ
月
程
飼
養
し
預
託
に

出
し
ま
す
。
た
だ
、
入
牧
時
期
と
そ
の

時
の
月
齢
等
の
関
係
で
預
託
条
件
に
合

わ
ず
出
せ
な
い
育
成
牛
も
い
ま
す
が
、

極
力
預
託
に
出
す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
三
〜
四
ヶ
月
齢
ま
で

の
哺
乳
、
育
成
が
前
述
の
よ
う
な
高
成

績
を
収
め
る
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
哺
乳
期
に
下
痢
を
さ
せ
た

り
、
育
成
期
の
牛
体
、
四
肢
の
汚
れ
が

発
育
に
悪
影
響
し
、
成
育
度
合
い
が
一

定
で
な
い
と
牛
の
持
つ
能
力
を
将
来
十

分
発
揮
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

如
何
に
そ
の
牛
に
あ
っ
た
育
成
を
し

て
や
る
か
、
ま
た
ど
れ
だ
け
手
間
を
掛

け
て
や
れ
る
か
。
そ
う
す
れ
ば
牛
は
そ

の
分
必
ず
働
い
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

―
後
継
牛
は
、
自
家
産
で
―

　

宇
都
宮
市
の
Ｋ
牧
場
は
、
成
牛
七
十

頭
、
育
成
牛
三
十
頭
を
、
フ
リ
ー
ス
ト

ー
ル
牛
舎
一
棟
、
育
成
舎
二
棟
、
カ
ウ

ハ
ッ
チ
十
台
で
飼
養
し
て
い
ま
す
。
こ

の
他
に
も
預
託
牛
が
十
五
頭
お
り
ま
す
。

こ
の
牧
場
に
は
、
エ
ク
セ
レ
ン
ト
牛
が

五
頭
お
り
、
全
国
共
進
会
や
関
東
地
区

Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
を
は
じ
め
各
共
進
会
で

も
上
位
の
成
績
を
収
め
、
牛
群
検
定
で

も
一
頭
当
た
り
の
泌
乳
量
は
九
千
六
百

㎏
以
上
の
実
績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
し

か
も
ほ
と
ん
ど
の
牛
が
自
家
産
で
あ
り
、

導
入
牛
は
数
年
前
に
育
成
牛
を
一
頭
輸

入
し
た
だ
け
で
す
。
こ
の
様
な
牛
群
改

良
成
果
は
自
家
育
成
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
と
言
っ
て
も
特
別
な
技
術
で
育
成

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
現
在
言
わ
れ

て
い
る
育
成
方
法
を
忠
実
に
実
行
し
て

い
る
の
で
す
。

　

先
ず
は
哺
乳
牛
（
現
在
十
頭
）
を
カ 

―
家
畜
糞
尿
等
の
完
全
燃
焼
装
置
の
実

　

演
会
が
開
催
さ
れ
る
。
―

　

去
る
十
月
十
七
・
十
八
日
に
黒
磯
市

青
木
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
糞
尿
等

の
完
全
燃
焼
型
旋
回
式
燃
焼
装
置
の
実

演
会
が
メ
ー
カ
ー
主
催
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
組
合

員
を
は
じ

め
約
百
三

十
名
の
酪

農
家
、
関

係
機
関
の

関
係
者
が

見
学
に
き

て
お
り
ま

し
た
。
こ

の
燃
焼
装
置
は
価
格
的
に
高
額
の
た
め
、

酪
農
家
個
々
が
導
入
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
糞
尿
以
外

に
も
種
々
の
廃
棄
物
を
処
理
出
来
る
と

あ
っ
て
参
加
者
一
同
興
味
深
く
見
入
っ

て
お
り
ま
し
た
。
糞
尿
を
燃
や
し
て
し

ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
糞
尿
処
理
対
策
の
一

手
段
と
し
て
考
え
て
も
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 
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���������
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�
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宇
都
宮
支
所

　

栃
木
県
南
支
所

　

那
須
高
原
支
所

旋回式燃焼装置

①

ウ
ハ
ッ
チ

で
個
体
管

理
し
、
カ

ウ
コ
ン

フ
ォ
ー
ト

を
重
視
し

（
よ
り
快

適
な
カ
ウ

ハ
ッ
チ
の

改
造
を
業

者
と
思
案

中
①
）

　

ハ
ッ
チ

の
設
置
場

所
は
日
当

た
り
の
良

い
圃
場
に

砕
石
な
ど

で
盛
り
土

を
行
い
、

②

祝
・
結
婚

　

二
宮
町
の
片
桐
一
嘉
さ
ん
が
十
月

十
二
日
に
新
婦
聖
子
さ
ん
を
迎
え
ら

れ
、結
婚
さ
れ
ま
し
た
。
末
長
く
お
幸

せ
に
。

祝
・
誕
生

　

芳
賀
町
の
大
島
秀
樹
・
真
希
絵　

　

さ
ん
ご
夫
妻
に
九
月
十
一
日
長
女

・
瑞
葵
ち
ゃ
ん
が
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。健
や
か
に
成
長
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。
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過
日
実
施
し
ま
し
た
乳
牛
飼
養
調
査

結
果
を
見
ま
す
と
、
現
状
の
日
量
で
推

移
す
れ
ば
前
年
度
を
上
回
る
生
産
量
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
乳
質
に
お
い
て
は
、

細
菌
数
は
日
頃
の
衛
生
的
管
理
の
努
力

に
よ
り
平
均
３
・
３
６
万
と
向
上
し
て

お
り
ま
す
が
、
脂
肪
率
・
無
脂
乳
固
形

分
等
の
成
分
及
び
体
細
胞
数
に
つ
き
ま

し
て
は
、
猛
暑
の
影
響
を
う
け
前
年
よ

り
若
干
低
下
し
て
お
り
ま
す
。

暑
さ
も
過
ぎ
乳
牛
に
と
っ
て
は
良
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
が
、
乳
牛
の
飼
養
管

理
に
努
め
乳
成
分
及
び
衛
生
的
乳
質
の

回
復
に
努
め
て
頂
く
よ
う
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。

九
月
ま
で
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
の
推

移
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

生
乳
販
売
部

　

今
夏
の
猛
暑
に
よ
り
、
生
乳
の
最
需

要
期
で
あ
る
九
月
の
生
産
が
大
変
心
配

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
各
位

の
需
要
期
増
産
に
対
す
る
取
組
み
の
成

果
に
よ
り
前
年
比
６
％
増
と
い
う
大
幅

な
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
最
大
な
要
因
と
し
て
組
合
員
の
移

動
加
入
（
十
八
戸
）
に
よ
り
達
成
さ
れ

た
も
の
で
、
実
質
で
は
３
％
増
と
な
り

ま
す
。

支
所
別
で
み
ま
す
と
、
那
須
高
原
支
所

に
お
い
て
は
、
組
合
員
の
加
入
も
あ
り

８
％
の
増
加
、
宇
都
宮
支
所
は
、
猛
暑

の
影
響
か
ら
３
％
減
と
生
産
が
落
ち
込

み
ま
し
た
。

県
南
支
所
に
お
い
て
は
大
規
模
経
営
に

お
け
る
増
頭
等
の
努
力
に
よ
り
、
８
％

増
と
大
幅
な
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

�
乳
量
の
推
移

�
脂
肪
率
の
推
移

�
無
脂
乳
固
形
分
率
の
推
移

�
体
細
胞
数
の
推
移

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

部部
課課
だだ
よよ
りり



酪農とちぎ農業協同組合　2002.11.１●7

市
乳
販
売
部

　

―
製
品
紹
介
シ
リ
ー
ズ
①
―

　

現
在
、
市
乳
販
売
部
で
取
り
扱
っ
て

い
る
製
品
は
十
四
銘
柄
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
中
で
今
回
は
、
県
内
外
と
幅
広

く
愛
飲
さ
れ
て
い
る
「
酪
農
牛
乳
」
を

紹
介
致
し
ま
す
。

こ
の
商
品
は
月
間
五
十
万
本
以
上
の
販

売
を
誇
る
当
組
合
で
も
最
も
売
れ
て
い

る
自
慢
の
牛
乳
で
、
歴
史
も
古
く
、
昭

和
四
十
九
年
に
発
売
以
来
幾
度
か
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
経
て
い

ま
す
が
、
基
本
的
な
デ
ザ
イ
ン
は
発
売

当
初
の
面
影
を
残
し
て
お
り
ま
す
。

　

親
か
ら
孫
ま
で
三
世
代
に
亘
っ
て
飲

み
継
が
れ
て
お
り
、
根
強
い
人
気
を
誇

る
牛
乳
で
す
。
消
費
者
の
方
々
か
ら
も
、

品
質
の
良
さ
・
風
味
の
豊
か
さ
が
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

　

長
い
歴
史
を
誇
る
「
酪
農
牛
乳
」
で

す
の
で
、
末
永
く
愛
飲
さ
れ
る
様
、
品

質
管
理
・
製
法
な
ど
の
更
な
る
向
上
を

目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
商
品
紹
介
を
し
て

参
り
ま
す
。

酪　

農　

部

　

サ
イ
レ
ー
ジ
共
励
会
審
査
結
果

　

第
二
回
酪
農
と
ち
ぎ
グ
ラ
ス
・
牧
草

混
播
サ
イ
レ
ー
ジ
共
励
会
の
審
査
結
果
が

決
定
し
ま
し
た
の
で
御
報
告
致
し
ま
す
。

　

出
品
点
数
は　

点
で
、
分
析
と
審
査

56

は
県
酪
農
試
験
場
に
依
頼
し
、
審
査
の

結
果
上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

　

最
優
秀
賞　

植
木　
　

孟（
今
市
市
）

　

優
秀
賞　

斎
藤　
　

修（
矢
板
市
）

　

優
良
賞　

古
谷　

康
典（
芳
賀
町
）

　
　
　

〃　
　

小
林　

隆
志（
芳
賀
町
）

　
　
　

〃　
　

大
田
原
孝
雄（
黒
磯
市
）

　

他
、
努
力
賞
五
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

尚
、
表
彰
に
つ
き
ま
し
て
は
来
年
六
月

の
総
代
会
時
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

〔単位：頭，千円（税込）〕

500　
　以上

451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

301　
 ～350

～300
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

681791043410245839710月３日根室

4611613486352142443810月10日十 勝

20104989132142634610月17日豊 富

27881286112243431810月23日北 見

1769424122642419710月23日釧 路

9819876245247240310月24日根室

276754582337116344412,099合 計

204693761447143354312,283前 月

4482,063前年同月

（セール
　含む）

（セール
　含む）

10月ホクレン初妊牛市場成績

市場名：西那須野市場
単位：円

10月15日開催期日

平 均最 低最 高平均体重成立頭数種 別

45,2754,20075,600－118ホルス雄

127,59059,850174,300－68Ｆ１雄

73,28739,900123,900－69Ｆ１雌

群馬：館林市場
単位：円

10月17日開催期日

平 均最 低最 高平均体重成立頭数種 別

64,50012,00093,0006412ホルス雄

155,615140,000177,0006813Ｆ１雄

106,00092,000125,000703Ｆ１雌

家 畜 市 場 成 績
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こ
の
世
で
最
高
の
栄
誉
と
さ
れ

る
ノ
ー
ベ
ル
賞
。
科
学
の
偉
大

な
発
見
や
平
和
へ
の
貢
献
な
ど

に
対
し
て
贈
ら
れ
、
創
設
者
ア

ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
の
命

日
に
当
た
る
十
二
月
十
日
に
毎

年
授
賞
式
が
行
な
わ
れ
る
。
創

設
か
ら
約
一
世
紀
を
経
て
権
威

は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

幼
少
の
頃
か
ら
「
勉
強
よ
り
遊

び
」
と
生
き
て
来
た
私
に
は
無

縁
な
も
の
だ
が
、
傍
若
無
人
な

と
こ
ろ
を
改
め
、
自
身
の
平
和

を
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

◇●
 

酪
農
と
ち
ぎ
サ
ッ
カ
ー
部
（
仮

称
）
が
発
足
し
ま
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
走
っ
て
み
る
と
、
悲
し

い
か
な
、
い
と
も
簡
単
に
心
肺

機
能
が
悲
鳴
を
あ
げ
ま
す
。
運

動
不
足
と
ニ
コ
チ
ン
に
や
ら
れ

た
肺
、
そ
し
て
過
剰
に
育
っ
た

脂
身
の
仕
業
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
青
空
の
下
で
体

を
動
か
す
の
は
非
常
に
気
持
ち

の
良
い
も
の
で
、
す
が
す
が
し

い
気
分
に
な
れ
ま
し
た
。
良
い

き
っ
か
け
を
与
え
て
頂
い
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
徐
々
に
体
力
の

向
上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ａ
）
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意
見
発
表
に
、
当
組
合
女
性
会
（
芳

賀
支
部
）
の
大
島
知
子
さ
ん
が
発
表
さ

れ
ま
す
。
多
数
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お

待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

③　

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

次
号
か
ら
「
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
は
、
組
合
員
の
情
報
交
換
の
場
と

し
て
活
用
頂
く
も
の
で
す
。
中
古
酪
農

器
具
、
機
材
等
で
不
要
に
な
り
譲
り
た

い
、
又
、
探
し
て
い
ま
す
等
の
情
報
を

お
寄
せ
下
さ
い
。

℡
（
〇
二
八
―
六
六
〇
―
二
二
一
三
）

酪
農
部
指
導
課

�
�
�
�

①　

全
国
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
協
議
会
主
催

第
六
回
全
日
本
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ
の
開
催

一
、
開
催
日　

十
一
月
十
三
〜
十
四
日

二
、
開
催
場
所　
　

静
岡
県
経
済
農
協

　
　

連
袋
井
常
設
家
畜
市
場

三
、
出
品
頭
数

　
　

栃
木
県
よ
り
十
四
頭
出
品

　
　

（
内
、
当
組
合
関
係
十
一
頭
）

②　

関
東
甲
信
越
酪
農
青
年
婦
人
会
議

　
　
　
　

研
修
会
の
開
催

一
、開
催
日　

十
一
月
二
十
七
〜
二
十
八
日

　
　
　
　

受
付　

十
三
時
三
〇
分
よ
り

二
、
開
催
場
所　

茨
城
県
笠
間
市
笠
間

　
　
　
　
　
　
　

ホ
テ
ル
山
の
荘

九
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

　

�二
 
　

農
業
近
代
化
資
金
貸
付
に
つ
い

て

協
議
事
項

　

�一
 
　

八
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

利
益
相
反
契
約
に
つ
い
て

　

�三
 
　

検
査
機
器
の
賃
借
契
約
締
結
に

つ
い
て

　

�四
 
　

総
代
選
挙
の
施
行
に
つ
い
て

　

�五
 
　

役
員
研
修
に
つ
い
て
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料
・
デ
ザ
ー
ト
類
な
ど
で
カ
バ
ー
し
て
い

る
が
、白
物
で
利
益
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

生
乳
価
格
引
上
げ
に
は
そ
の
よ
う
な

事
で
原
資
が
無
い
の
で
卸
価
格
を
改
定

し
、
値
上
げ
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、ス
ー
パ
ー
・
量
販
店

で
の
安
売
り
が
依
然
と
し
て
無
く
な
ら

な
い
現
状
で
、「
卸
価
格
の
改
定
」は
難
し

く
、
乳
価
交
渉
は
夏
場
を
過
ぎ
長
期
化

す
る
に
至
っ
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
消
費
物
価
の
下

落
・
デ
フ
レ
の
進
行
が
懸
念
さ
れ
、
と
り

わ
け
発
泡
酒
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
な
ど
話

題
商
品
の
限
界
を
越
え
る
よ
う
な
値
下

げ
競
争
な
ど
が
あ
り
、
乳
価
値
上
げ
交

渉
を
さ
ら
に
難
し
く
し
た
。

　

一
メ
ー
カ
ー
が
卸
売
り
価
格
改
定（
値

　

今
回
は『
乳
価
値
上
げ
交
渉
』の
経
過

に
つ
い
て
解
説
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
十
四
年
度
飲
用
乳
価
の
値
上
げ

交
渉
に
つ
い
て
、
生
産
者
サ
イ
ド
の
各
ブ

ロ
ッ
ク
指
定
団
体
は
、
今
年
は
じ
め（
二

月
）各
メ
ー
カ
ー
に
対
し
大
幅
値
上
げ
要

求（
キ
ロ
当
た
り
五
円
）を
通
告
し
た
。

　

こ
の
大
幅
引
き
上
げ
要
求
は
、
Ｂ
Ｓ

Ｅ
問
題
に
よ
っ
て
酪
農
家
が
経
済
的
・

精
神
的
に
打
撃
を
被
っ
た
こ
と
に
加
え
、

『
家
畜
排
泄
物
管
理
法
』で
環
境
規
制
を

義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
へ
の
対
応
に
伴

う
経
費
増
を
主
な
理
由
と
し
て
い
る
。

　

メ
ー
カ
ー
側
も
牛
乳
だ
け
で
は
経
営

が
成
り
立
た
な
い
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
乳
飲

上
げ
）を
先
行
す
れ
ば
、得
意
先
を
失
う

な
ど
の
不
利
益
を
被
る
と
の
恐
怖
感
か

ら
お
互
い
に
卸
価
格
の
改
定
が
で
き
る

よ
う
な
流
れ
に
な
る
の
を
待
っ
て
い
る
状

況
が
続
い
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

こ
の
よ
う
な
悪
環
境
の
な
か
で
の
乳

価
交
渉
で
あ
っ
た
が
、
明
治
乳
業
の
販
売

す
る
『
お
い
し
い
牛
乳
』
の
売
れ
行
き
が

好
調
な
こ
と
か
ら
、
要
求
と
は
ほ
ど
遠
い

金
額
で
は
あ
る
が
、
利
益
還
元
の
意
味

合
の
値
上
げ
回
答
が
九
月
三
十
日
行
な

わ
れ
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
他
の
メ
ー
カ
ー
の
追
随

値
上
げ
回
答
を
望
み
た
い
が
、
い
つ
ま
で

も
待
つ
わ
け
に
行
か
な
い
の
は
云
う
ま
で

も
な
い
。来
年
度
の
再
度
値
上
げ
要
求
に

期
す
る
事
と
な
る
で
し
ょ
う
。

（
Ｗ
）
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